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Proposal for Planning a Dedicated Portal Site Related to Rational Accommodation
-Looking Back on the Role of Tutors, Based on a Questionnaire Survey and Future Distance Classes-
Noboru Ueno 
ABSTRACT
　　It has been about four years since the provision of rational accommodation started at our 
university, and various support has been provided to students who desire consideration, and the 
learning environment is being improved every day. Meanwhile, with a view to a future that cannot 
be foreseen in the event of an emergency, a dedicated portal site related to rational accommodation 
will be planned as a measure for facilitating mutual communication between students and faculty 
members. Based on the content that I myself experienced as a tutor, the questionnaire survey 
of students who would like to receive consideration, and the situation of the recent emergency 
declaration, I will propose the necessary functions for the planned system.
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か）」に対して，100% の学生が （1） 必要と回答した。
・質問 3 ：「そのサイト上で，合理的配慮の新規申
請や変更，停止ができる。（ 3 択のいずれか）」に
対して，75% の学生が （1） 必要，25% の学生が （2）
不必要と回答した。
・質問 4 ：「現在の配慮計画の内容をそのサイト上で




対して，80% の学生が （1） 必要，20% の学生が （2）
どちらとも言えないと回答した。
・質問 6 ：「教室の座席指定をそのサイト上で事前
予約できる。（ 3 択のいずれか）」に対して，40% の
学生が （1） 必要，同じく40% の学生も （2） どちら
とも言えない，20% の学生が （3） 不必要と回答した。
・質問 7 ：「授業に出席できない時，ネットを利用
したオンライン授業にアクセスできる。（ 3 択のい


































　質問 2 から質問 8 に関しては，今後計画を予定す
る専用ポータルサイトについてどのようなシステム
表１　アンケート結果


















いて，そのサイト上で質問と連絡ができる。 必要 必要 必要 必要 必要
質問 3 ：そのサイト上で，合理的配慮の新
規申請や変更，停止ができる。 必要 不要 必要 必要 必要
質問 4 ：現在の配慮計画の内容をそのサイ




















必要 必要 必要 必要 必要
質問 9 ：これ以外で他に追加すれば良い配
慮サービスのリクエストはありますか？ 無し 無し 無し 無し
教員が配慮
内容を覚え




る場合，懸念される問題はありますか？ 無し 無し 無し 無し 無し
質問11：あなたとって，卒業するために最
も重要なサポートは何だと思いますか？ 無し
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が必要かについての回答であるが，その中で「講義
等の全般的な質問」，「欠席した講義の代替課題の確
認や提出」，この 2 つに関わる機能に関して，全学
生が必要と応えており，専用ポータルサイトを計画
する際，相談窓口や代替課題の取り次ぎができる機
能は必須であると考える。またこれ以外に，「当日
の授業予定の閲覧確認」，「登校できない時のオンラ
イン授業」については，ほとんどの学生が必要と回
答している。そして，「配慮申請や変更停止」，「配
慮計画の閲覧確認」，「座席指定の予約」に関しては，
一部の学生を除き必要と回答している。
　質問 9 の他に希望する機能として，「匿名で相談
できる」と回答があることから，質問 2 での相談窓
口については，別途「匿名での相談窓口」も設置す
る必要があると考えられる。
　質問10の懸念される問題については，全員が特に
無いと回答しているが，実際に運営時に考えられるト
ラブルを事前に把握し，対策を考えておきたい。特
に最大限のセキュリティ確保をしなければならない。
　質問11では，卒業するために最も重要な内容につ
いての回答は，やはり「相談やサポート」の充実を
重要視する学生が多いことから，専用ポータルサイ
ト計画において，学生とのコミュニケーションを主
な基本とするデザインにしなければならいない。
5 ．有事の際における遠隔授業の対応
　今後，緊急事態の有事の際に通常の対面授業の維
持ができないことも予想され，ネット配信による動
画閲覧，ライブ配信等による遠隔授業をどう実施し
ていくか，教育現場において直近の課題である。そ
れに伴い合理的配慮についても，遠隔授業を盛り込
んだ配慮計画を新たに提示しなければならい。これ
はある意味，配慮の提供を受けている学生向けと，
そうで無い学生向けとの 2 通りの学修内容について
それぞれ提示しなければならないが，現段階におい
てもう暫く様子を伺う期間が必要な状況である。
　このことからも，遠隔授業の今後の状況によって，
合理的配慮の学生が，どのような影響を受けるのか
を調査し，それに基づいて改めてシステム内容を検
討していくべきと考える。
６ ．おわりに
　教育の現場において，今まさに，大きな転換期に
直面している。これを機に高等教育機関の方針や教
育方法も改めて再構築せざるを得ない状況であり，
合理的配慮についても必須での要件である。これか
らはネットを通じた遠隔相談や遠隔授業が主流にな
ることは確実であり，本研究も今後の課題の一つと
して捉えている。
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抄　　　録
　本学で合理的配慮の提供が始まって既に 4 年程が経過し，配慮を希望する学生に対して様々なサポートを
提供し，日々，学修環境の改善がなされている。そんな中，有事による先を見通せない未来を見据え，学生
と教職員がお互いコミュニケーションを促進するための対策として，合理的配慮に関わる専用ポータルサイ
トを計画する。私自身がチューターとして体験した内容，配慮を希望する学生のアンケート調査，そして昨
今の緊急事態宣言の状況を踏まえ，システムに必要な機能について提案する。
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